
別表 

障害程度の基準 

障害程度 判 定 の 基 準 

最
重

度
 

○
A  

知能指数がおおむね２０以下の者で日常生活において常時の介

助を必要とする程度の状態にある者。 

Aの１ 
知能指数がおおむね２１以上３５以下の者で日常生活において

常時の介助を必要とする程度の状態にある者。 

重
 

度
 

Aの２ 

知能指数がおおむね３６以上５０以下の者で視覚障害、聴覚障

害、肢体不自由を有し、身体障害者福祉法に基づく障害等級が 1

級、2 級または 3 級の手帳を所持しており、日常生活において常

時の介助を必要とする程度の状態にある者。 

中
度
 

Bの１ 

上記以外の者で、知能指数がおおむね３６以上５０以下の者で

日常生活において介助を必要とする程度の状態にある者。 

軽
度
 

Bの２ 

知能指数がおおむね 51以上 75程度の者で日常生活において介助

を必要とする程度の状態にある者。 

 

※ただし、障害者相談センターにおける最重度の取扱いは下表による。 

○
A の１ 

知能指数がおおむね２０以下の者で日常生活において常時特別

の介助を必要とする程度の状態にある者。 最
重

度
 

○
A の２ 

知能指数がおおむね２０以下の者で日常生活において常時の介

助を必要とする程度の状態にある者で、
○
A の１以外の者。 

 

 

 

 


